
團

劃
毒

殺

ー
そ
の
行
為
、
犯
人
、
被
害
者
f

は
　
し
　
が
　
き

後

藤

正

弘

膨427一

殺毒

　
こ
れ
は
、
ル
フ
テ
ル
ハ
ン
ト
叢
書
（
刑
法
、
刑
訴
、
犯
罪
学
）
第
九
巻
の
「
毒
殺
、
そ
の
行
為
、
犯
人
、
　
（
被
害
者
）
ク
ラ
ウ
ス
・
ウ
ン
ル
ー
（
法

学
博
士
、
検
事
）
一
九
六
五
年
著
の
抄
訳
で
あ
る
。

　
本
書
に
於
て
ウ
ン
ル
ー
は
単
に
毒
殺
の
み
な
ら
ず
、
殺
人
罪
一
般
を
包
括
的
に
論
じ
、
殺
人
の
哲
学
的
意
味
か
ら
犯
罪
学
上
の
意
味
ま
で
広
く

論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
重
点
は
犯
罪
統
計
学
的
に
殺
人
罪
一
般
と
毒
殺
を
分
析
し
、
殺
人
殊
に
毒
殺
の
本
体
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
点

に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
書
の
中
心
は
そ
れ
ら
の
統
計
に
あ
る
が
、
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ウ
ン
ル
ー
が
こ
れ
を
書
い
た
の
は

一
九
六
五
年
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
統
計
は
主
に
一
九
二
八
年
か
ら
一
九
三
三
年
迄
の
犯
罪
統
計
を
使
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
ウ
ン
ル
ー
の
説
明
に
ょ
れ
ば
、

　
一
、
一
九
三
四
年
以
後
は
一
九
三
三
年
の
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
政
権
奪
取
に
よ
リ
ド
イ
ッ
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
に
入
り
殺
人
件
数
は



殺
人
犯
数
（
褒
璽
）

料

69人

90

94

100

163

319

資

　
　
年

　
　
　
　
　
ゆ
　
　
エ
　
ゑ
　

タ
　

イ

　
　
駿
盤
9

3
9
3
9
3
9
3

　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1

と
激
増
し
て
居
り
、
そ
の
後
こ
の
傾
向
は
更
に
強
ま
っ
た
の
で
殺
人
犯
毒
殺
犯
の
一
般
的
基
準
と
し
難
い
。

　
二
、
毒
殺
を
謀
殺
鷺
o
a
と
す
る
か
、
故
殺
↓
o
留
9
『
ひ
屯
に
す
る
か
に
つ
い
て
の
法
令
変
更
が
あ
っ
た
。

と
き
れ
て
い
る
が
、
更
に
第
二
次
大
戦
以
後
は
東
西
ド
イ
ツ
の
分
裂
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
ド
イ
ツ
の
最
近
の
統
嚇
的
統
計
を
採
り
編
な
い
理
由
と

な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
不
儲
の
点
に
つ
い
て
は
部
分
的
に
一
瓦
四
五
年
…
一
九
四
八
年
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
催
眠
剤
殺
人
統

計
と
か
、
ル
ド
コ
ウ
ス
キ
ー
、
フ
レ
ン
ケ
ル
、
ヤ
コ
ブ
ス
等
の
戦
後
の
犯
罪
統
計
を
所
々
に
引
罵
し
て
こ
れ
を
補
っ
て
い
る
。

　
殺
人
手
段
と
し
て
の
毒
物
ー
他
の
手
段
と
の
比
較

｝
九
ご
八
年
ー
｝
九
三
三
年

　
6
2
9
5
3
3
1
1
1
7

　
7
・
　
6
　
4
　

3
　

3
　

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

の
袋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方

（
殺
殺
殺
殺
殺
殺
死
殺
死
の
胴

　
　
　
　
　
繍
　
落
　
滋

　
撲
射
絞
刺
毒
溺
墜
焼
圧
こ
法

　
右
に
よ
れ
ば
毒
殺
は
第
五
位
に
あ
る
。

被
審
者
か
ら
見
た
数
字318

上
記
期
間
に
お
け
る
加
害
者
よ
う
見
た
数
字

　
8
5
5
6
4
1
1
1
1
6

　
6
　
5
　

5
　

2
　

2
　

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

（嚢5）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矯

殺
　
死
　
死
　
死
　
殺
　
殺
　
死
　
殺
　
死
　
携

　
　
　
　
　
購
　
落
　
翻

撲
射
絞
毒
刺
溺
墜
焼
圧
上
｝

毒
殺
は
第
三
位
に
な
る
。

288
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殺毒

ル
ド
コ
ウ
ス
キ
、
の
統
計
で
は
毒
殺
は
第
二
位
に
あ
る
。

　　　　　　　　（衰4）

　　　　　　ルドコウスキー　フレンケル　ヤコブス

射殺18　76134毒　　　　殺　　　12　　　　　3　　　　12

撲殺10　31112刺殺7　4644絞　　　　殺　　　　2　　　　　31　　　　59

餓　　　　死　　　　2　　　　　一　　　　一

墜　落　死　　　　1　　　　　一　　　　一
溺　　　　死　　　　1　　　　　　－　　　　　4

殴　　　　殺　　　　一　　　　　14　　　　一

これらの併用　　　　9　　　　　一　　　　一

不　　　　明　　　　4　　　　　15　　　　31

39621666

　
毒
殺
が
他
の
手
段
に
ょ
る
殺
人
に
比
べ
て
特
殊
性
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
毒
物
の
歴
史
は
古
く
既
に
B
C
三
八
四
年
ー
1
三
二
二
年
に

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
、
砒
素
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
後
に
は
毒
物
学
は
東
洋
で
発
達
し
西
洋
特
に
イ
タ
リ
ー
に
拡
ま
っ
た
様
で
あ
る
。

そ
し
て
当
初
は
魔
術
と
結
合
き
れ
一
般
人
に
は
行
わ
れ
ず
、
一
般
人
に
よ
っ
て
用
い
出
さ
れ
た
の
は
自
然
科
学
の
知
識
が
広
ま
っ
た
後
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
魔
術
と
結
び
付
い
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
毒
殺
の
被
疑
者
が
一
般
に
高
慢
で
野
心
的
だ
な
ど
と
思
わ
れ
や
す
い
理
由
で
あ
ろ
う
。
こ
の

様
な
見
方
は
不
合
理
で
あ
る
。

一ヱ29一



資　料

毒
殺
の
場
合
は
射
殺
や
斬
殺
と
は
異
な
り
身
体
に
外
傷
を
生
ぜ
し
め
ず
血
を
流
す
こ
と
も
な
い
。
ま
た
加
害
者
が
暴
力
を
加
え
る
こ
と
も
な
い

の
で
毒
殺
の
特
徴
は
受
動
的
で
あ
る
と
も
云
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
他
の
殺
人
が
す
べ
て
能
動
的
で
あ
る
の
に
較
べ
て
、
こ
の
点
は
特
記
さ
る
べ
き

こ
と
で
あ
る
。

　
（
ド
イ
ッ
法
は
毒
殺
を
普
通
殺
よ
り
特
に
重
く
罰
し
て
い
る
の
で
上
記
の
点
が
問
題
な
の
で
あ
る
）

　
外
人饗

　
毒
の

　
　
般

）
　
一

5
　
人

表
　
殺

（　
　
所

　
　
場

1室　内　　　　156　　131

内訳

地下室

廊下・玄関

店舗

工場

事務室

納屋

留置場

自動車

汽車

飲食店

居室・台所・寝室117　　　93

　　　　2　　2

外　
訳

野
内
H傷

を
生

あ
ろ
う

森林

水上または河岸

路上

牧場・公園

人家の近辺

駅構内

埋立地

2　　2
4　　4

4　　4
2　　2

13　　13
4　　4
5　　5
2　　2

128　 ユ27

41　　40
30　　30
23　　23
18　　18
10　　10
5　　5
1　　1

毒
殺
の
場
所
（
普
通
殺
と
の
比
較
）

九
二
八
年
－
一
九
三
三
年

284　258

一130一



毒　殺

　　（表8）　日　時

日　　　殺人一般　　特別殺 毒殺

6）表

（
所

　
場

毒殺の場所　 こ

　　　　れ加害者　　被害者を

　　　　虫
月曜日

火曜目

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

日曜日

不明

9
2
6
8
6
3
5
3

3
3
4
3
3
6
5
1

6
0
5
3
2
6
1
6

3
3
4
3
3
5
5

3
2
1
5
4
7
4
7

1室　内

内　訳
一般室内（居室・
台所・寝室）

被害者の室内

飲食店

n野　外

森林

25　　32

18　　・25

6　　6
1　　1

1 1

322 289 33
26 33情

母
殺
の
み
に
つ
い
て
見
る
と
、
事
情
は
大
分
異
る
。

時刻

（表9）　時　刻

殺人一般　特別殺　毒殺　月

（表7）　時　期

　　　　　　　　殺人一般特別殺　毒殺縷

0－2時

2－4

4－6

6－8

8－10
10一・12

12－14

14－16

16－18

18－20

20－22

22－24

不明

6
4
6
5
5
4
6
3
1
3
4
7
8

2
1
　
1
1
2
1
1
2
4
4
5
2

5
4
6
5
4
1
6
2
0
2
0
1
3

2
1
　
1
1
2
1
1
2
4
4
5
1

1

1
3
［
1
1
1
4
6
1
5

一月

二月

三月

四月

五月

六月

七月

八月

九月

十月

十一月

十二月

4
3
5
7
8
6
5
6
8
9
2
8

3
2
2
2
2
2
2
2
2
1
3
2

0
2
9
4
6
4
1
3
4
8
0
6

3
2
1
2
2
2
2
2
2
1
3
2

の
時
期
、
時
間
、
日
時
、
時
刻

一
4
1
6
3
2
2
3
3
4
1
2
2

322 289 33
321　　288 33

一134一



（表10） 殺　人　一　般

A
刀年 男　女

15才

16

17

18

19

20

50－59

60－69

21－24

25－29

30－39

40－49

1
6
6
8
8
1
2
5
6
0
8
2

　
　
　
　
ー
ワ
甜
O
O
戸
D
4
4

・5－6gi293

1　－
6　－

6　－
8　－

18　－

18　3
82　－

51　　4

39　7
28　12

5　3
2　一

263　30

男

独身既婚死別離婚

［
一
一
一
［
一
1
7
2
1
2
4
2
5
3
2

1
5
6
8
1
8
1
8
6
5
2
8
1

2
2
1
一

1
1

1
2
1
¶
∴

女

独身瑚死別離婚

一
一
　
一
一
　
一
一
3
7
11

1
噌
『
噌
3
一
1
一
闇 噌

⊥
の
4 1

164922552131
（表11） 毒殺以外の殺人犯

令年

15才

16

17

18

19

20

21－24

25－29

30－39

40－49

50－59

61－69

男　女

1
5
6
8
8
8
9
6
6
6
4
2

　
　
　
　
1
1
”
イ
4
3
2

1
6
6
8
8
1
9
0
7
4
5
2

　
　
　
　
1
n
乙
7
F
D
3
3

15－69　267

1
閣
一
噌
3
『
4
1
8
1

249　18

男

独躯婚死別離婚

1ヒ

！二

18　－

18　－

63　16

25　19

12　21

2　23
1　　2

－　　2

¶
ム
ー

－
画
乙
1
1

・5gt83回5

女

独身既婚生別1離婚

－
一
一
一
3
一
－ 3

ー
ワ
．

1
1

5　11　　2

　
　
　
ウ
ン
ル
ー
は
普
通
殺
も
毒
殺
も
土
曜
日
に
最
も
多
く
行
わ
れ
て
い
る
の
は
被
害
者
が
週
末
に
開
放
的
気
分
に
な
り
警
戒
心
を
少
く
す
る
こ
と
に

料　
　
よ
る
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
同
様
に
毒
殺
が
二
二
時
－
二
四
時
に
最
高
に
達
す
る
の
は
十
八
時
か
ら
二
十
時
頃
な
さ
れ
る
夕
食
の
際
に
毒
が
盛

資
　
ら
れ
、
そ
れ
が
一
、
二
時
間
後
に
効
力
を
現
す
か
ら
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
　
　
毒
殺
犯
の
年
令
、
性
別
、
家
族
状
態

一132r



犯殺毒（表12）

　　女
独身厩婚11死購婚

　　　男

独身厩婚1死別［離婚男女令年

11

6
　
　
4

1
　
2
　
3
　
2
　
1

碕
乙
　
　
Q
σ

　　　一　一一

一
　
［
6
4
2
　
一

3
5
3
2
1
　
一

3
5
9
6
3
　
一

15才

16

17

18

19

20

21－24

25－29

30－39

40－49

50－59

60－69

111091一5

殺毒

15－691　26　　14　　12

セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
毒
殺
犯
で
は
男
性
五
三
・
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
女
性
四
六
・

殺
は
女
性
特
有
の
犯
罪
の
観
が
あ
る
。

　
し
か
し
更
に
よ
く
考
え
て
見
る
と
必
し
も
右
の
様
に
は
云
え
な
い
。
そ
れ
は
殺
人
一
般
や
特
に
毒
殺
以
外
の
殺
人
罪
は
能
動
犯
で
あ
り
体
力
を

必
要
と
す
る
。

　
そ
の
結
果
男
性
で
は
殺
人
は
十
九
才
で
既
に
高
率
に
達
し
二
一
才
ー
二
四
才
で
最
高
率
に
達
す
る
に
対
し
、
女
性
で
は
、
大
体
に
於
て
二
五
才

　
年
令
に
つ
い
て
は
毒
殺
以
外
の
殺
人
が
十
九
才
か
ら
激
増
し
一
二
才
－

二
四
才
で
最
高
率
に
達
す
る
に
対
し
、
毒
殺
は
二
一
才
ー
二
四
才
で
始
め

て
現
れ
三
〇
才
i
三
九
才
で
最
高
率
に
達
し
、
そ
れ
か
ら
は
減
少
す
る
が

そ
の
減
少
度
も
他
の
殺
人
犯
よ
り
緩
か
な
カ
ー
ブ
を
画
い
て
い
る
点
が
注

目
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
他
の
殺
人
罪
は
体
力
を
要
す
る
能
動

的
犯
罪
で
あ
る
為
青
少
年
期
に
最
高
に
達
す
る
に
対
し
、
毒
殺
は
知
能
を

要
す
る
上
に
、
体
力
を
必
要
と
し
な
い
受
動
性
犯
罪
の
た
め
壮
年
期
に
最

高
に
達
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
比
較
的
老
年
に
達
し
て
も
可
能
で
あ
る

為
、
減
少
率
が
比
較
的
緩
か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
性
別
に
関
し
て
は
、
古
来
毒
殺
は
女
性
特
有
の
犯
罪
で
あ
る
と
い
う
見

解
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
事
実
で
あ
ろ
う
か
。

　
殺
人
一
般
で
は
前
記
の
表
に
示
す
よ
う
に
男
女
の
比
率
は
男
性
八
九
・

七
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
女
性
一
〇
・
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
毒
殺

以
外
の
殺
人
で
は
男
性
九
三
・
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
女
性
六
・
七
四
パ
ー

　
　
　
　
　
　
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
見
る
と
毒

一ノ33一



料資

i
二
九
才
か
ら
始
ま
り
、
四
十
才
－
四
九
才
で
最
高
率
に
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
女
性
の
体
力
の
問
題
が
男
性
よ
り
劣
っ
て
い
る

こ
と
を
物
語
る
と
同
時
に
四
十
才
代
で
最
高
に
達
す
る
こ
と
は
女
性
の
更
年
期
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
四
十
才
ー
四
九
才

と
い
う
女
性
の
殺
人
最
高
率
の
時
期
に
は
男
性
の
方
は
前
記
の
毒
殺
以
外
の
殺
人
の
表
で
見
れ
ば
最
盛
期
（
一
二
才
－
二
四
オ
）
の
七
九
人
か
ら
二

六
人
に
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
毒
殺
は
前
述
の
検
に
三
十
才
ー
三
九
才
で
最
高
率
に
な
る
犯
罪
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
毒
殺
犯
人
の
性
別
を
論
ず
る
場
合
、
既
に
そ
の
頃
は
最
高
率
の
三
分
の
一
に
下
っ
て
い
る
男
性
と
、
そ
の
頃
最
高
率
に
達
す
る
女

性
を
そ
の
ま
、
ま
対
比
す
れ
ば
毒
殺
犯
人
の
男
女
の
比
率
で
女
性
の
率
が
著
し
く
高
く
な
り
、
前
記
の
毒
殺
犯
の
表
に
示
す
様
に
男
性
十
四
人
に

対
し
女
性
十
二
人
と
殆
ど
同
率
に
な
り
三
十
才
台
や
四
十
才
台
で
は
女
性
犯
が
男
性
犯
を
凌
ぐ
様
な
現
象
を
生
ず
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ

は
毒
殺
の
受
動
性
と
そ
の
他
の
殺
人
の
能
動
性
と
い
う
事
、
な
ら
び
に
男
女
間
の
体
力
差
か
ら
生
じ
た
こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、
女
性
が
特
に
毒
殺

と
い
う
残
酷
、
陰
険
な
犯
罪
を
好
む
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
毒
殺
は
女
性
特
有
の
犯
罪
で
あ
る
」
と
い
う
古
く
か
ら
云
わ

れ
て
い
る
観
念
は
必
し
も
正
し
く
は
な
い
。

　
家
族
状
態
に
つ
い
て
、
前
記
の
表
の
毒
殺
犯
に
つ
い
て
の
み
見
る
と
、

　
男
性
は
独
身
者
が
三
五
・
七
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
既
婚
者
が
六
四
・
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
離
婚
者
と
死
別
者
は
共
に
○
で
あ
る
。
女
性
は

　
独
身
者
は
O
で
あ
り
、
既
婚
者
は
八
三
・
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
離
婚
者
と
死
別
者
は
共
に
八
・
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
明
ら

か
な
様
に
毒
殺
犯
の
場
合
は
男
性
女
性
共
に
既
婚
者
の
占
め
る
割
合
が
最
も
高
い
。
　
（
毒
殺
以
外
の
殺
人
犯
の
場
合
で
は
男
性
で
は
独
身
者
が
一
位
、
既

婚
者
が
二
位
で
あ
り
、
女
性
で
は
既
婚
者
が
一
位
、
独
身
者
が
二
位
で
あ
っ
て
、
毒
殺
犯
の
場
合
と
異
っ
て
い
る
。
）

　
こ
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
第
一
に
婚
姻
に
よ
っ
て
夫
婦
間
の
対
立
関
係
が
生
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
理
由
と
し
て
は
毒
殺
に

は
加
害
者
被
害
者
相
互
間
に
或
る
種
の
信
頼
関
係
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
毒
殺
犯
は
相
手
の
信
頼
を
利
用
し
、
こ
れ
を
裏
切
っ
て
毒
殺
す

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
毒
殺
の
時
間
と
場
所
の
リ
ス
ト
で
見
ら
れ
た
様
に
毒
殺
は
一
般
に
外
界
か
ら
遮
断
さ
れ
た
場
所
－
通
常
は
被
害
者

と
の
共
同
住
宅
内
で
存
わ
れ
る
こ
と
が
最
も
多
い
。
こ
の
二
つ
の
条
件
を
充
た
す
も
の
は
夫
婦
関
係
で
あ
り
、
こ
れ
が
毒
殺
が
既
婚
者
に
よ
っ
て
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最
も
多
く
行
わ
れ
る
理
由
で
あ
る
。

　
殺
人
犯
の
職
業

殺難繋曄

（表15）

業i殺人＿般
職

6

3
　
3
　
1

　
　
1

3
　
R
）
　
3
　
　
　
3
　
　
　
4
　
1

8
9
4
　
3
1
5
　
4
1
3
2
3

1
8
0
　
8
2
3
　
1
2
　
　
1

　
　
1

1

107

211

92

115

86

29

38

3

113

17

21

7
3
1

3
｝
4
一

26267司92

A農林業

　内　訳

　自　営

　使用人

B工業，手工業
　内　訳

　自　営

　使用人

C商業，運輸業
　内　訳

　自　営

　使用人

D公務員，自由業

E家事労働者

F賃勇働者
G青少年

H失業者，未亡入等
1学　生

　　合　　　　計

　
殺
人
犯
の
職
業
に
つ
い
て
観
察
す
る
と
、
前
表
の
様
に

殺
入
罪
一
般
と
毒
殺
以
外
の
殺
人
罪
で
は
農
林
業
者
と
、

工
業
、
手
工
業
従
業
者
が
他
の
職
業
に
比
し
断
然
高
率
を

占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
二
つ
職
業
従
業
者
が
単
純
労

働
者
が
多
い
為
、
暴
力
犯
で
あ
る
前
記
の
犯
罪
を
犯
す
も

の
が
多
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
農
林
業
と
商
業
・
運

輸
業
に
於
て
自
営
者
よ
り
使
用
人
の
方
が
犯
罪
率
が
高
い

こ
と
に
よ
っ
て
も
証
明
き
れ
る
。
　
（
但
し
工
業
、
手
工
業
で

は
こ
れ
と
反
対
に
な
っ
て
い
る
。
）

　
毒
殺
犯
の
場
合
は
こ
れ
ら
と
少
し
事
情
が
異
る
。
工
業

・
手
工
業
と
農
林
業
が
一
、
二
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
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他
の
殺
人
罪
と
全
様
で
あ
る
が
、
他
の
職
業
と
の
差
は
そ
れ
程
大
き
く
は
な
く
、
第
三
位
を
占
め
る
の
は
公
務
員
・
自
由
業
で
あ
る
。
こ
れ
は
毒

殺
が
知
能
犯
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
賃
労
働
者
に
全
く
毒
殺
犯
が
出
て
い
な
い
こ
と
も
こ
れ
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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（表14）　殺人一般（被害者）

令年 性 別 家 族 犬冴 態

男女、独身1既議男珂離嬬独身1既議男麺1離婚

0－1
1－9
10－19

20－29

30－39

40－49

50－59－

60－69

70－x

0一×
不　明

13　5　7
29　11　18

34　9　25
85　26　57

45　19　24

41　27　13

33　14　17

31　16　15

10　5　4

321　132　180

　1　9　1

合
　き

計・322141 181

11ヒ比ヒ

9L」一
22　　4　一　　一

6113i一　一
乞251」一
1　10　　1　　2

1　10　　5

r312r，

71－

181＿
24　　1

35　19

5　18
3
，
　 6
3い2

－19
一レ

165！8国
（　9　　）

57

（　141　）

一
　
一
　
一
3
1
1
一
　
一
一

一
一
一
一
一
3
2
6
4

料資
　
　
　
被
害
の
年
令
、
性
別
、
家
族
状
熊

95t65い5

（　1　）

5

（　181　）

（表15）　毒殺以外の殺人（被害者）

碧年 性 別

女臼
び

E
フ

0－1
1－9
　　　1
10－191

20－29

30－39

40－49
50－5gI

60＿6gl

7・一×t

2
6
5
3
1
1
7
3
4

　
1
2
5
2
1
1
1

2
7
9
6
7
5
4
3
4

　
　
　
2
1
2
1
噌
⊥

5
3
4
1
0
7
3
6
9

　
2
3
R
）
4
3
3
2

0一×i288・・7・62

不明い9・

家 族 状 態

攣議　魎議　
　　　　　　　　　　2目ヨ　2にi－1
　　i　　　　　」　　　　　　　　　・6d　　　　　　　　　　　　　　＿1　7

　　　　　　　　　111111　9

211il　　　　　　　　　　　　　　引　　2
　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　ll　ll　　　　　　　　　　　　　　　　1

2
き

241
　　　　　　　　　　　　　　211
　　　　　　　　　　　121　　　　　　　　　　31　　　　　　　　　　　　　　2111111　　　　　　1　　2
　　　　　　　　　　　　　　41
　　　　　　　　　　　　9　　　　　　3、
ヨ21　　　　　　　　　　　　　　41

　　　　　　21
　　　　　　　　　　　　　　　し
　　　　　　612　　　　　　　　　831581・245d6・1

　　　　　　　　　　（　1　　）　　（　8　　）

合計1289・26・63 （　126　） （　163　）
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殺毒

（表16）　毒殺の被害者

　態

女

状家族別性令年

男
男女

独身既婚庇別離婚1独身！既婚i死別離婚

一
　
一
　
一

一
　
【
　
一
　
　
　
　
1

一
　
｝
　
｝
3
3
1
　
制

1
　
一
　
一
　
一
　
一
　
｝

2

戸
0
　
　
2

一
　
一
　
一

　
　
［
　
［
　
　
2
1

一
　
　
2
］
、
　
1
1

3
4
　
一
　
一
　
一

0『11835
ゐ二＆槽fヨ

2。一2gt4－4

30－391523
40＿49！422
50－59し　一　　　一　　　一

6。一691532
70＿×111＿

1
　
一

3
　
［

71　7

）18（

521
1　）

15　）

ワ
」
　
（

（

0一×　　　33　　15　　18

不　明　一　一　一

　　　　　i

合計1331518
　　　　　し

　
年
令
及
び
性
別
に
つ
い
て
犯
人
と
被
害
者
数
を
比
較
し
て

み
る
と
、
第
一
位
と
第
二
位
は

（表17）

毒殺殺以外の殺人

25－29才

30－39

30－36才

40－49

　　21－24才
男
　　25－29

　　40一▲49巧『

女
　　25－29

犯人

1－9才

60－69

20－29才

40－49
男

P－1才
I
l20－29

1

　　20－29才
女
　　10－19

被害者

　
と
な
っ
て
居
り
、
毒
殺
以
外
の
殺
人
の
場
合
は
犯
人
の
年
令
に
つ
い
て

は
男
性
で
は
二
十
才
前
後
の
青
年
、
女
性
で
は
中
年
層
が
第
一
位
を
占
め

て
居
る
に
対
し
、
被
害
者
と
し
て
は
男
性
で
は
犯
人
の
場
合
と
変
ら
ぬ
の

に
対
し
、
女
性
は
二
十
才
前
後
の
若
い
婦
人
層
が
数
的
に
も
断
然
多
い
こ

と
が
特
徴
で
あ
る
。
毒
殺
の
場
合
は
犯
人
と
し
て
は
男
女
共
に
青
壮
年
層
が
多
い
の
に
対
し
被
害
者
と
し
て
は
男
性
で
は
幼
児
と
老
人
、
女
性
で

は
幼
児
と
若
い
婦
人
が
最
も
多
く
犯
人
の
年
令
層
と
全
く
異
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
現
象
の
説
明
と
し
て
は
次
の
様
に
云
わ
れ
る
。
毒
殺
以
外
の
殺
人
ー
主
と
し
て
暴
力
犯
で
は
男
性
の
場
合
犯
人
と
し
て
も
被
害

者
と
し
て
も
二
十
才
前
後
の
者
が
多
い
の
は
、
犯
人
は
身
体
的
に
最
も
強
壮
な
時
期
に
あ
り
、
ま
た
一
般
に
犯
人
の
暴
力
は
被
害
者
側
の
強
い
抵

抗
を
生
ぜ
し
め
る
傾
向
が
あ
る
為
被
害
者
側
も
青
少
年
層
が
多
い
の
で
あ
る
。
女
性
の
場
合
被
害
者
と
し
て
若
い
婦
人
層
が
多
い
の
も
右
と
同
様
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料資

な
こ
と
が
云
わ
れ
る
が
、
性
的
動
機
が
大
き
な
理
由
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
毒
殺
で
は
加
害
者
の
年
令
層
は
他
の
殺
人
と
異
ら
な
い
が
、
被
害
者
に
幼
児
と
老
年
が
多
い
の
は
、
毒
殺
が
秘
密
裡
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
、
犯

人
を
信
頼
し
て
い
る
為
に
殺
害
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
為
で
あ
り
、
痛
ま
し
い
現
象
で
あ
る
。

　
被
害
者
の
家
族
状
態
で
は
毒
殺
以
外
の
殺
人
犯
で
は

　
　
　
　
　
　
男
性
　
独
身
　
四
二
・
三
八
ぺ
ー
セ
ン
ト

　
　
　

　
　
1
8
　
　
　
　
　
　
既
婚
　
五
〇
・
八
五
パ
ー
セ
ン
ト

　
　
表

　
　
（
　
　
　
女
性
　
独
身
　
五
四
・
三
ニ
パ
ー
セ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
既
婚
　
三
五
・
八
○
。
バ
ー
セ
ン
ト

　
で
あ
り
離
婚
者
、
死
別
者
で
は
そ
の
割
合
は
ご
く
少
い
。

　
こ
れ
ら
の
説
明
と
し
て
は
、
男
性
独
身
者
に
二
十
才
台
の
者
が
多
く
前
述
の
様
に
抵
抗
力
も
強
い
為
、
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
と
云
わ
れ

る
。
男
性
既
婚
者
は
四
十
才
台
の
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ
は
結
婚
生
活
が
不
和
対
立
の
原
因
を
な
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
女
性
被
害
者
は
十
台
及
び
二
十
台
の
独
身
者
が
数
的
に
も
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
で
も
圧
倒
的
に
多
い
の
は
、
前
述
し
た
様
に
性
的
関
係
か
ら
で
あ

る
と
思
わ
れ
、
既
婚
者
は
二
十
台
か
ら
五
十
台
ま
で
可
な
り
高
い
比
率
を
示
し
て
い
る
の
は
結
婚
生
活
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
特
に
二
十
台
が
最
も

多
い
の
は
こ
れ
ら
二
つ
の
理
由
が
重
な
り
、
若
い
夫
婦
間
が
不
和
に
な
っ
て
い
る
時
配
偶
者
が
相
手
方
を
殺
害
す
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

　
毒
殺
被
害
者
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
　
　
男
性
　
独
身
　
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト

　
　
　

　
　
B
　
　
　
　
　
　
既
婚
　
三
五
・
七
一
パ
ー
セ
ン
ト

　
　
表

　
　
（
　
　
　
女
性
　
独
身
　
三
八
・
八
九
パ
！
セ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
既
婚
　
三
八
・
八
九
パ
ー
セ
ン
ト
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と
な
っ
て
い
る
が
双
方
共
に
相
当
数
の
嬰
児
殺
、
幼
児
殺
を
含
ん
で
い
る
か
ら
特
に
独
身
者
が
多
い
と
は
云
え
ず
こ
れ
を
除
け
ば
既
婚
者
が
各
年

令
層
に
男
女
共
平
均
的
に
被
害
者
と
な
っ
て
い
る
と
い
い
得
る
。
す
な
わ
ち
前
述
し
た
表
に
あ
る
様
に
九
才
以
下
の
子
供
を
除
け
ば
、
毒
殺
の
被

害
者
は
独
身
者
に
は
な
く
、
男
女
共
に
す
べ
て
既
婚
者
で
あ
り
、
こ
れ
に
少
数
の
死
別
、
離
婚
者
を
含
ん
で
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
婚
姻
が

毒
殺
の
原
因
と
な
り
易
い
二
つ
の
事
情
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
。

　
一
つ
は
婚
姻
と
い
う
共
同
生
活
が
不
和
の
限
界
的
状
態
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
が
あ
る
た
め
で
あ
り
、
第
二
は
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
婚
姻
生
活

は
相
手
に
ま
き
か
毒
を
盛
ら
れ
は
し
ま
い
と
い
う
楽
観
的
信
頼
感
を
持
た
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
配
偶
者
以
外
の
家
族
の
毒
殺
に
つ
い
て
も
こ
れ
は

同
様
で
あ
る
。

　
　
毒
殺
犯
の
動
機

　
前
述
の
殺
人
統
計
は
そ
こ
に
挙
げ
た
三
三
件
の
毒
殺
犯
の
動
機
と
し
て
次
の
も
の
を
挙
げ
て
い
る
。

　　　（表20）

嫌厭，倦怠　　　　12

相続問題　　　　　9

嫉妬，復讐，争斗　4

扶養義務を逃れる為6

強　　姦　　　　　1

犯行の陰匿　　　　1

安楽死　　　　　　1

承諾殺　　　　　　1

被害者への同情　　1

36計
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動
機
の
数
が
犯
罪
数
の
三
三
よ
り
多
い
の
は
二
つ
に
ま
た
が
る
も
の
が
あ
る
為
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
犯
罪
学
的
に
は
上
記
の
動
機
は
次
の
四
種
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
動
機
を
左
の
様
に
分
類
し
利
欲
殺
を
G
、
争
斗
殺
を
K
、
犯
行
隠
眩
殺
を
＄
、
性
的
殺
人
を
艶
と
略
記
す
れ
ば
、
毒
殺
罪
の
基
本
形
態
は
次
表

の
様
に
な
る
。
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殺毒

（表25）

毒
殺
被
害
者
の
犯
人
と
の
関
係

　　女

5K8G　lsi

3K　IG　lsi

－　1G　一

男

2K　IG　・一

一　4G　一

一　1G　一

1K　一　一

1K2G　－

1K2G　－

7K10G　ls

7K7G　－

3K　一　一
一　2G　一

一　1G　－

3K　一　一
一　1G　一

一　1G　一

一　1G　－

1K　IG　一

一　一　1S

一　一　1s

小　　　計

12K15G　lsi

6K　IG　lsi

－　3G　一

一　1G　－

5K　IG　一
一　5G　一

一　2G　一

一　1G　－

1K　IG　－

1K　一　一

1K2G　lsi

lK2G　lsi

関　　係
家族，親戚
内　訳

　
め

婦
と
母
子
児
族
子

　
素
ソ

　
し

　
，
父
　
　
生

　
と

　
み
ノ

夫
し
継
実
私
姻
継

　
者
者
　
　
者
明

　
　
　
　
訳

　
　
　
　
　
た

甥
約
三
　
　
し

　
　
　
　
　
明

　
　
　
内

　
婚
第
　
　
判
不

7K7G　ls14K17K　　2s計合

　
表
二
二
が
毒
殺
の
基
本
形
態
を
示
す
も
の
で
あ
り
前
述
し
た
様
な
男

女
間
の
年
令
配
分
に
よ
り
、
ま
た
動
機
と
し
て
利
欲
殺
、
争
斗
殺
が
多

　
い
こ
と
が
判
る
。

　
　
さ
ら
に
毒
殺
は
他
の
一
般
犯
罪
や
他
の
種
の
殺
入
罪
と
異
り
、
犯
人

　
と
被
害
者
間
に
何
等
か
の
関
係
が
あ
る
事
が
特
徴
で
あ
り
、
表
壬
二
が

示
す
よ
う
に
三
三
件
中
第
三
者
を
殺
し
た
の
は
四
件
に
過
ぎ
な
い
。

故
に
大
半
の
毒
殺
は
家
族
内
や
親
族
内
で
行
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
為
、

毒
殺
は
一
定
の
犯
行
状
況
（
B
。
含
ω
品
窪
3
を
要
す
る
。
被
害
者
に

接
近
し
得
る
こ
と
、
毒
薬
の
知
識
が
あ
る
こ
と
、
自
己
の
犯
行
で
あ
る

　
こ
と
を
匿
し
得
る
こ
と
等
で
あ
る
。
ま
た
犯
人
と
被
害
者
の
関
係
が
親

子
や
夫
婦
の
様
に
非
常
に
密
接
で
あ
る
場
合
に
は
、
心
理
的
に
暴
力
を

用
い
て
の
殺
入
は
行
わ
れ
難
く
、
そ
の
代
り
に
毒
殺
の
方
法
が
採
ら
れ

　
易
い
。
そ
れ
は
近
親
関
係
に
於
て
は
相
互
に
信
用
関
係
が
あ
り
、
こ
れ

　
を
裏
切
る
こ
と
は
犯
入
に
と
っ
て
も
董
恥
心
を
生
ぜ
し
め
る
の
で
そ
の

　
犯
行
を
秘
密
裡
に
行
う
傾
向
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
毒
殺
は

　
主
と
し
て
犯
人
と
近
親
関
係
者
間
に
生
ず
る
犯
罪
で
あ
り
、
必
し
も
犯

　
人
の
性
格
ー
危
険
性
i
に
よ
り
一
方
的
に
行
わ
れ
な
い
。
そ
れ
は

犯
人
の
毒
殺
の
知
識
、
被
害
者
と
の
信
頼
関
係
を
利
用
す
る
知
恵
、
共
同

一Z4．Z一



料

住
宅
被
害
者
に
信
頼
さ
れ
る
程
度
の
精
神
的
成
熟
等
を
要
す
る
。

結
論
的
に
云
え
ば
家
族
、
近
親
者
間
の
犯
罪
（
浮
鼠
一
善
仁
鼠
O
歪
竈
窪
器
旨
器
。
冨
昌
）

と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

資
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